
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンラインお申込みの際は、事務局より Teams の招待メールを送信し、資料は事前にお送りします。 

1.申込方法     下記の参加申込書に記入後、メールまたはファックスにてお申し込み下さい。（対面：20 名定員） 
2.会 場（対面参加）    電力ビル本館 9 階会議室 2（仙台市青葉区一番町 3-7-1） 

3.受講料（消費税込） 【一般】２２，０００円 【賛助会員】１７，６００円 

4.支払方法  請求書を受領次第、所定期日までに指定の口座へお振り込みください。(振込手数料は貴社負担） 

5.キャンセル規定        キャンセルは実施前日の 7 日前までです。これ以降のキャンセルは、受講料をご請求させていただきます。 
また、受講料入金後のキャンセルも実施前日の 7 日前まで、これ以降はキャンセルによる返金はできませんの 
で代理の方の出席をご検討ください。 

6.留意事項         カリキュラムは当日の進捗状況により、内容等を変更することがあります。 

7.申込／問合せ先      省エネルギーセンター東北支部 担当/太宰  E-mail:thk@eccj.or.jp、TEL:022-221-1751  

『カーボンニュートラル推進の「これから」を考える』受講申込書 申込日：令和 ５年  月  日 

開催日： 令和５年 9 月12 日 （火）  

会  場：  電力ビル本館9階会議室２（対面：先着20名） 

カリキュラム 

受 講 要 領 

 ■会社名・事業所名 

 
□賛助会員 

 (会員№            ) 

□賛助会員以外  

 

センター使用欄 

■所在地 〒  － 

 

 
■申込責任者氏名（所属部署名・役職）※請求書送付先 

 
■E-mail ■TEL 

 ■FAX 

■受講者氏名（ふりがな） 

 
 

TEL： 

■所属部署 
 

■対面/オンライン（いずれか○で囲む） 

■E-mail（オンライン必須） 

 

■受講料 

        円 

■受講者氏名（ふりがな） 
 
 

TEL： 

■所属部署 
 

■対面/オンライン（いずれか○で囲む） 

■E-mail（オンライン必須） 

 

■受講料 

円 

 
▼お申込はメール：thk@eccj.or.jp または FAX ：022-221-1752 まで ▼ 

 

 【対面:20 名限定＆オンライン講座】 

カーボンニュートラル推進の「これから」を考える 
知識・技術を俯瞰した上で双方向かつ提案型の講座で CN 推進のこれからを考えてみませんか。 

我が国は、「2050年までにカーボンにニュートラル、脱炭素社会の実現」を宣言しました。その実現に向け、野心的な目標として、2030
年度において、温室効果ガスを 2013 年度から 46％削減することを目指します。 
各企業におかれましても、カーボンニュートラル実現に向けて大きく舵を切り、温室効果ガス削減を迫られています。 
省エネルギーセンターでは、省エネ等を通じたカーボンニュートラルに関連するセミナーを多数開催しており、省エネの専門家が様々な
角度から講演をしております。この度、「脱炭素化」国内外のこれまでの動きを踏まえた上で、省エネの現場から考えられるカーボンニ
ュートラル推進への取組みについて人気講師がご紹介する対面＆オンラインの講座を開催いたします。（個別質問も受付） 
カーボンニュートラルを推進する上で、知っておくべき情報が満載ですので、是非ご参考になさってください。 

時間： 13：30～16：00（16：00～個別質問） 
第第２２章章  省省エエネネのの現現場場かからら考考ええるる CCNN 推推進進のの「「ここれれかからら」」    
  ・・全全社社的的意意識識改改革革      ・・労労働働環環境境のの次次世世代代化化  
  ・・ココンンププラライイアアンンスス    ・・エエネネルルギギーー価価格格高高騰騰のの恒恒久久化化  
  ・・危危機機管管理理  
  ・・省省エエネネののカカベベ「「３３つつのの““しし””＋＋αα」」問問題題  
  ・・設設備備ののメメンンテテナナンンスス・・老老朽朽化化//トトララブブルル対対策策  
  ・・「「儲儲かかるる CCNN」」のの実実現現  

第第１１章章  「「脱脱炭炭素素化化」」のの動動きき：：「「ここれれままでで」」をを考考ええるる  
  ・・戦戦後後～～「「脱脱炭炭素素」」にに至至るる道道標標  
・・「「脱脱炭炭素素化化」」のの黎黎明明（（IIPPCCCC））            

  ・・「「推推進進大大綱綱」」～～京京都都議議定定書書（（目目標標達達成成計計画画））期期  
・・「「パパリリ協協定定」」へへのの対対応応  

  ・・平平成成後後期期ののトトレレンンドド（（DDRR、、FFIIPP））  
  ・・令令和和期期初初のの動動きき（（SSDDGGss、、EESSGG 投投資資））  
  ・・「「22005500 カカーーボボンンニニュューートトララルル」」熟熟考考  

 講師：（一財）省エネルギーセンター 省エネ技術本部/情報サービス・人材本部 

                   マネージャー 鈴木 伸隆 


